
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

練馬区立早宮小学校 

校 長 今村 理恵

養護教諭 村上 恵美子 
平成 2８年１２月２日発行 

（家庭数配布） 

先月は、溶連菌感染症、感染性胃腸炎、マイコプラズマがいました。学芸会の前後から、胃

腸炎が増えています。胃腸炎は、お腹のかぜ、（ウイルス性）胃腸炎などと言われて、きちん

とした診断名が付かないことも多いです。発熱が続くことも少なく、判断しにくい悪心や気分

不快などの自覚症状が多く続きます。自宅では発熱もなく元気そうなので、登校すると、腹痛

や悪心、下痢などと調子が悪くなり早退することになる児童も多くいます。 

インフルエンザや胃腸炎の流行が心配なこれからの季節、感染予防の基本は、手洗い・うが

い・マスク・咳エチケットです。流行する前に、しっかり予防していきましょう。                                 

  

 
 

 

本校での感染拡大を防ぐために、朝、37℃

以上の熱がある場合は、登校を見合わせた

り、様子を見たりするようお願いします。ま

た、登校後に 37.5℃以上の発熱時はお迎え

をお願いしますので、すぐに連絡がつくよう

にご協力お願いします。年度当初から連絡先

が変更になった場合などは、早めに学校ま

で、お申し出ください。 
 

保健室でも、手の乾燥で

指のささくれむけや手にト

ゲが刺さる人が増えていま

す。皮膚が乾燥すると、皮

膚のバリア機能が下がり、

皮膚も傷つきやすくなりま

す。手荒れ・肌荒れに注意

し、保湿していきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１２月の保健目標 

冬 を 元 気 に す ご そ う 

 


